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1 ．はじめに
本学では入学式から授業開始までの 5 日間をRKU WEEKとして新入生オリエンテー
ションを実施している。当オリエンテーションの基本的内容は全学部共通であるが， 5
日間のうち 1 日を学部独自のプログラムに充てている。筆者の所属している社会学部で
は，社会学科と国際観光学科の新入生に対してプログラム「しゃべり場」を2013年度か
ら実施している。当プログラムはNPO法人カタリバ 1 ）が実施しているプログラムを参
考に策定したもので，在学生である上級生を配置したピア・サポート活動である。本稿
では，初年次教育プログラムにおけるピア・サポートプログラムの有効性を本学社会学
部プログラム「しゃべり場」の事例から検討したいと考える。
学生による学生のサポート活動は，受け手である新入生だけでなく実施者である在学
生にとっても有意義なプログラムとなり，新入生の初年次導入教育の一環でありながら
在学生にとってのキャリア発達を促すという意味でキャリア教育にもなり得ると考え
る。新入生の高校から大学へのスムーズな接続を目的とし，大学生活への不安を取り除
くことと，主体的に大学生活を送ることの重要性を，学生を介して伝える。教員ではな
い「ナナメの関係 2 ）」である上級生が伝え手になることで，新入生は具体的な大学生活
をイメージできる。また，伝え手である在学生にとっては，当活動により自らの大学生
活を振り返るきっかけとなる。これまでの歩みを振り返り，大学生活での経験を回想す
ることにより自らの成長を認識できると同時に，今後の過ごし方を考えるきっかけとな
る。積極的に何かに挑戦したことがないような学生にとっても，一皮むける経験となる。
本稿では，先ず大学の初年次教育と，その中で多く実施されているピア・サポート
活動について概観する。次に，社会学部で実施した2013年度と2014年度の「しゃべり
場」プログラムを検証しその有効性を明らかにしたい。当プログラムの検証については，
2013年度と2014年度における，実施までのプロセスと当日の状況の報告と，新入生のア
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ンケートやスタッフ側の学生からの聞き取り調査結果より，実施効果等について考察す
る。
本稿において，ピア・サポートプログラムは，支援される側と支援する側にとって有
意義なプログラムであることを明らかにしたい。近年，大学においてピア・サポート活
動が急速に広がっている。したがって，実施プログラムの報告もなされているが，課題
も抱えている。多くの取り組み例を公にし，情報と問題を共有することにより，より良
いピア・サポート活動を展開できると考える。本学についても，今後当プログラムを充
実させたり，他のピア・サポートプログラムを展開し多くの学生が関わるプログラムと
したりすることが，大学全体の活性化にも繋がると考えている。
2 ．初年次教育について
2 － 1 ．初年次教育とは何か
初年次教育については，中央教育審議会が2008年に表した答申「学士課程教育の構築
に向けて」のなかで次のように定義づけられている。
「高等学校から大学への円滑な移行を図り，大学での学問的・社会的な諸経験を“成
功”させるべく，主として大学新入生を対象に作られた総合的教育プログラム。高等学
校までに習得しておくべき基礎学力の補完を目的とする補習教育とは異なり，新入生に
最初に提供されることが強く意識されたもので，1970年代にアメリカで始められ，国際
的には『First Year Experience（初年次体験）』と呼ばれている。具体的内容としては，
（大学における学習スキルも含めた）学問的・知的能力の発達，人間関係の確立と維持，
アイデンティティの発達，キャリアと人生設計，肉体的・精神的健康の維持，人生観の
確立など，大学における教育上の目標と学生の個人的目標の両者の実現を目指したもの
になっている」。主に新入生を対象に「総合的につくられた教育プログラム」あるいは
「初年次学生が大学生になることを支援するプログラム」と説明している。
2 － 2 ．初年次教育の現状とオリエンテーション
日本における初年次教育は急速に拡大している。山田（2013）は，2001年の初年次
教育の導入率は80.9％で，2007年には97％に拡大したことを指摘している。その内容は，
「オリエンテーションやガイダンス」「スタディ・スキル系」「情報リテラシー」専門教
育への導入」「学びの導入」「キャリア・デザイン」である。
正課内で実施されている割合の多い内容は「スタディ・スキル系」「専門教育への導
入」「教養ゼミや総合演習」「情報リテラシー」「キャリア・デザイン」であり，「オリエ
ンテーションやガイダンス」は正課外で提供されていることも山田は述べている。
初年次教育におけるオリエンテーションについて山崎（2013）は，大学で学ぶのに先
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立って，大学で学ぶ目的を明確にし，大学 4 年間のおおよその展望を与え，学修につい
ての方向づけをすること，また，そのための指導と定義することができると説明してい
る。そのプログラム構成については，高校を出て「この大学」に入学した学生が，円滑
に高校生から大学生への移行を果たすために，最初にどのような指導をすることで大学
生活の成功につなげることができるかを具体的に考えることが不可欠であると指摘して
いる。他大学の成功事例をそのまま実施するのではなく，その大学で必要なプログラム
構成が必要であるということだ。
2 － 3 ．流通経済大学における初年次教育
本学の初年次教育は，教育学習支援センターが中心となり実施している。初年次教育
としての新入生オリエンテーション「RKU WEEK」は，全学教職員が新入生に対して
「初年次学生が大学生になることを支援するプログラム」である。2014年度の当プログ
ラムのテーマは，①学部・学科ガイダンスの徹底，②基礎学力の向上，③キャリア教育
の充実，④WEEKからSEMESTERへ（導入教育の展開）である。入学した翌日から新
入生に対して正課での学びにスムーズに移行できるようなプログラムを実施委員会で企
画し実施している。
本学では，大学での学びの基礎的な能力を身につけることを目的とする 1 年生ゼミを
展開している。また， 1 年次には情報基礎を必修科目とし，情報リテラシー教育を実施
していることや，新入生に履修を推奨している「キャリア・デザイン」科目等を初年次
教育と位置付けられる事から，本学は初年次教育に積極的に取り組んでいるということ
が出来る。
3 ．大学におけるピア・サポート活動
3 － 1 ．ピア・サポートとは何か
ピア・サポートという用語について，沖（2012）は定義が不明確で国内で一般名詞と
して定着しているとは言い難いと指摘し，国内の大学では概ね「報奨のあるなしに関わ
らず，同じ学生（peer）同士が専門性を持つ教職員の指導（supervision）のもと，仲
間同士で援助し，学び合う制度（プログラム）」と理解されていると述べている。平成
25年度「先導的大学改革推進委託事業」大学における特色ある教育事例の把握等に関す
る調査研究報告書において，ピア・サポートは「教育力・指導力の向上に関する取り組
み」に位置付けられ，その概要は「学生同士が互いに支援することを目的とした制度。
学生同士の互いに支え合えるような資質や能力の育成も目的とする」と説明されている。
サポートされる側に限らず，サポートする側の成長を促すことも目的としている。沖
（2012）は，立命館大学で実施しているピア・サポートプログラムは，「ピア・サポー
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ター自身の成長や学生視線での組織改善，教育改善の効果も大きく認められ，今日の大
学教育にとって欠くことの出来ないプログラムになった」と，サポートする側である学
生にとっても重要であることを指摘している。
3 － 2 ．ピア・サポートの実施状況
独立行政法人日本学生支援機構が行った「大学，短期大学，高等専門学校における学
生支援の取り組み状況に関する調査（平成22年度）」によると，「ピア・サポート等，学
生同士で支援する制度」の実施率は，大学全体で35.6％であった。内訳は，国立大学が
57.1％，私立大学が33.4％，公立大学が28.6％である。平成17年調査の実施率は12.9％，
平成20年の調査では21.3％であり，実施率が上昇していることがわかる。
プログラム内容では，「学生生活上の支援」が50.2％で一番多く，「学習サポート」
48.1％，「学生コミュニティー」34.6％，「履修相談」32.5％である。「その他」の支援内
容は，「就職サポート」「地域貢献」「障害学生支援」「留学生サポート」などが挙がって
いる。ピア・サポーターの研修については「事前」が多く，「事前」「事後」の順であっ
た。大学全体で47.3％が有給であり報酬を出している。
3 － 3 ．ピア・サポートの効果と広がり
ピア・サポートを実施した結果について，前述した調査で肯定的な回答が一番多
かったのは，「学生の能動的態度やコミュニケーション能力が高まった」（85.6％）であ
る。次に「自律的な学生が増えた」（71.0％），「就職にも良い効果が期待できそうだ」
（69.9％），「学内の一体感や学生の協調性が育成された」（68.0％），「正課の授業の成果
にも良い影響が出ている」（63.8％），「学習態度や基本的マナーが良くなった」（61.8％）
の順である。ピア・サポートの実施による学生の変化を認めていることがわかる。
ピア・サポート未実施校に「今後，ピア・サポートを実施したいか」との問いに対し
て，私立大学では50.5％が「実施したい」と回答，国立大学は44.4％，公立大学は23.6％
であった。今後，ピア・サポートは広がっていくと思われる。
3 － 4 ．「カタリ場」というピア・サポートモデル
社会学部プログラム「しゃべり場」は，NPO法人カタリバによる「カタリ場」を参
考に企画したものである。「カタリ場」は，カタリバが実施するキャリア総合学習の呼
称である。主に，研修を受けた大学生を中心とした専門学校生・短大生・フリーターな
どのボランティアであるキャストが高校へ行き，自らの体験談を語り交流することによ
り，高校生の意欲を引き出すプログラムである。実施校は約800校で，約17万人の高校
生への実施実績がある。
この「カタリ場」効果に注目し，正課授業に取り入れているのは嘉悦大学経営経済学
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部である。カタリ場HPや河合塾調査結果によると，嘉悦大学では不本意入学者が多く，
大学生活への目的意識の無いことや，中退率の高いことが課題であった。そこで，2009
年度より新入生全員に対して，必修科目「基礎ゼミ」にて 4 週間（ 4 回）のカタリバプ
ログラムを実施した。「現在何を勉強しているか」「何に熱中しているか」について先輩
が新入生にプレゼンし，その後双方で話し合う。そして，新入生は「自分たちが何をす
るか」を先輩たちに問われる。これが自分の未来について考えるきっかけとなるようだ。
その結果，カタリ場実施後の初年次退学者数も減少していると報告されている。
3 － 5 ．ピア・サポートに注目した正課授業の実施例
上記の嘉悦大学は必修科目にピア・サポートを導入しているが，選択必修科目に置い
て他者支援活動による自身のキャリア発達を促す学部もある。法政大学キャリアデザイ
ン学部では，学内外の他者のキャリアを支援する活動を通し，自身のキャリア意識を強
化する「キャリアサポート実習」「キャリアサポート事前指導」を選択必修科目に位置
付けている。宮城（2014）によると，「キャリアサポート事前指導」において他者支援
に必要なスキルを身につけ，「キャリアサポート実習」として「新入生の履修相談」「出
身高校でキャリアガイダンス指導を行う」「留学生サポート」など幅広い活動を展開し
ているようである。この事例の特徴は，支援する側に焦点をあてていることである。宮
城（2014）は，「学生たちが他者に対するサポート体験活動を通して，大学の教室内で
の受け身の知識伝達型授業では得られない多様な学びを実際に身につけている。それは，
他者のキャリアを支援すると同時に，むしろ学生は自らのキャリア形成に関する意識を
更に強化し，自己の将来の在り方や現状の自己課題に関する気づきを得ることにつな
がっている」と述べている。ピア・サポートを提供する側の効果に着目した事例である。
3 － 6 ．流通経済大学におけるピア・サポート
本学におけるピア・サポート活動は，複数の組織において全学で行われている。入試
課における学生アドバイザーは，オープンキャンパスのスタッフとして来校する高校生
への支援活動を行っている。教育学習支援センターにおけるスチューデントアシスタン
トSASS（The Student Assistants for the Students by the Students at RKU）は「学生
たちのキャンパスライフを学生自らが積極的に支援すること」を目的にした学生組織で
ある。新入生オリエンテーションのRKU WEEKのスタッフや，地域の清掃活動，運動
部の試合応援ツアーなど様々なイベントを企画・運営している。その他に，学生のＰＣ
サポートを基本活動とした「ヨリトモ」は，学習情報利用ガイダンスサポート，WEB
履修登録補助，ヘルプデスクなどを行っており，就職支援課では就職の内定した 4 年生
が就活アドバイザーとしてこれからの就職活動を支援する活動を実施している。このよ
うに，本学では学内の各組織で独自にピア・サポート活動を実施しており，学生が学生
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を支援する風土がある。
4 ．社会学部におけるピア・サポートプログラム「しゃべり場」
4 － 1 ．初年次オリエンテーションRKU WEEK
本学では初年次教育の一環として新入生オリエンテーションRKU WEEKを実施してい
る。毎年，入学式翌日から授業開始日までの約 5 日間（開催年度により日数は異なる）
をRKU WEEKとし，本学の全ての教職員が教職員・在校生が一丸となって新入生を暖か
く迎え入れ，それぞれの新入生が大学生活を円滑に進められるようにサポートしている。
2013年度と2014年度の基本テーマは，①学部・学科ガイダンスの徹底，②基礎学力の
向上，③キャリア教育の充実（就業力の育成），④WEEKからSEMESTERへ（導入教
育の展開）である。この基本テーマに沿って全学部共通のプログラムを新松戸・龍ヶ崎
両キャンパスで展開し，その中の 1 日を学部独自のプログラムに充てている。社会学部
が独自のプログラムとして実施したのが「しゃべり場」である。
4 － 2 ．社会学部プログラム「しゃべり場」
社会学部「しゃべり場」は，カタリバをモデルにした学生による新入生支援のピア・
サポートプログラムである。入学式翌日から授業開始までの 5 日間におこなうオリエン
テーションプログラムの一つでもあるので，初年次教育の一部と位置づけられる。社会
学部新入生に対して，在学生が自分のこれまでの大学生活を語るものである。2013年度
のプログラムでは，社会学科と国際観光学科の学生代表者がスピーチをし，その後新入
生の小グループに学生スタッフ「キャスト」が加わりしゃべり場を実施した。2014年度
は学生によるスピーチは実施せず，キャスト・学部教員・新入生の全員でゲームをして
体を動かした。後半の「しゃべり場」で学生がリラックスし話しやすい雰囲気を作るた
めである。
当プログラムの目的は 2 点である。第一は大学生活の仲間づくりと目標作りに先輩学
生を絡ませることである。少し先を歩んでいる先輩の体験談を聞くことにより，大学生
活の不安を解消し，大学生活に意欲を持たせ，これからを考えるヒントにしてもらう。
第二に，講義形式で疲れた新入生をリフレッシュするための場とすることである。気分
転換できるよう，他プログラムとは場所も方法も変えて体を動かすなど，動きを取り入
れることである。
期待する効果は，次の 3 点である
①　 新入生は，「親」でも「先生」でも「友達」でもない少し年上の先輩との交わり
から，大学生活の不安を和らげ主体的に大学生活を過ごすきっかけになること。
②　先輩の話や経験談が新入生の大学生活への意欲へ繋がること。
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③　 新入生だけではなく，スタッフ側の上級生にとってもチャレンジまたは成長の機
会となること。
前述したように，あくまでもプログラムの目的は新入生支援であるが，スタッフとし
て関わる学生にとっても貴重な経験となることを期待している。
実施にあたっては，学部教員 3 名（筆者を含む）によるワーキンググループチームを
結成し，この 3 名が中心になり企画から運営まで担当した。当プログラムは新入生オリ
エンテーション「RKUWEEK」の 1 プログラムであることから，新入生オリエンテー
ションの運営組織であるRKUWEEK実施委員 2 名がワーキンググループメンバーも兼
ねた。ワーキング・グループでは，プログラム作りとスタッフ学生の募集・教育を並行
して準備を進めた。
4 － 2 － 1．プログラムの内容
2013年度と2014年度のプログラム内容及び関連事項を表 1 に示した。プログラム所要
時間は約 2 時間30分で，途中の休憩をはさみ前半と後半の二部制とした。メインプログ
ラムの学生ピア・サポーター「キャスト」による「しゃべり場」は後半に実施，前半で
は「しゃべり場」の導入部分となるような内容とした（表 1  No.6）。
2013年度の導入部分は，先輩 2 名が自らの言葉とスタイルで新入生に語りかけた。ス
ピーカーは，社会学科に所属し教職を目指している 3 年の男子学生と，国際観光学科 3
年の女子留学生である。男子学生は，将来の夢に向かって何をしているかという彼の日
常の様子と，大学生活に目的を持って取り組むことの重要さを語った。女子学生は，日
本に来てから遭遇した東日本大震災でのエピソードを紹介し，日本人との交流や人との
出会いについて語った。2014年度は，キャストによるゲーム「共通点探し」を教員学生
全員で実施し，体を動かして心身ともにリフレッシュし，楽しい雰囲気を「しゃべり
場」へ繋げた（表 1  No.6 前半）。
後半の「しゃべり場」では，キャストが作成した 1 週間の時間割を使って，大学生
活と履修科目の話を中心に各自の状況を新入生に披露した。次に，「今うちこんでいる
こと」「夢」「部活」「進路」「友人関係」「失敗談や後悔」など自由に各自の大学生活を
語った（写真 1 ，図 1 ，図 2 ）。2013年度は各ゼミに 2 ～ 3 名のキャストを，2014年度
は 3 名のキャストを配置した。 1 年ゼミをキャスト数の小グループに分け，キャスト
はその小グループに 1 名が入り話をする。時間を決めてキャストは交代するので，新
入生は 2 ～ 3 名のキャストの話しを聴くことができ， 2 ～ 3 種類の履修時間割から
キャストの大学生活を知ることとなった（表 1  No.6 後半）。その後ゼミ毎に振り返り
をして終了した。
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写真 1 　しゃべり場
表 1 　RKUWEEK社会学部プログラム「しゃべり場」１ RKUWE K 社会学部プログラム「しゃべり場」 
 
 
 
 
No. 2013年度 2014年度
2013年4月4日（木） 2014年4月4日（金）
RKUWEEK3日目　13:20~16:00 RKUWEEK3日目　13:20~16:00
2
3 3年生男子1名 3年男子2名（Ⅰ部と2部で交代）
4 43名 46名
5
20ゼミ（1ゼミに2～3名の
キャスト）
15ゼミ（1ゼミに3名のキャスト）
前半 3年生2名のスピーチ 共通点探しゲーム
後半
報酬
リー
ダー
無し
龍ヶ崎1名、新松戸1名（両方とも3
年生）
学年
構成
2年生19名、3年生21名、4年
生3名
2年生27名、3年生16名、4年生3名
経験者12名（3年生9名、4年生3名）
1年ゼミへの説明巡回（キャスト経
験者有志）
3月春休み中に、龍ヶ崎・新
松戸両キャンパスにおいて各
１回実施
１月下旬に、龍ヶ崎・新松戸両キャ
ンパスにおいて各１回実施
3月春休み中に、龍ヶ崎・新松戸両
キャンパスにおいて各1回実施
2014年度は1年ゼミへの説明巡回に
伴う諸業務（スケジュール、配員、
スピーチ原稿のチェック 学生リーダーとのミーティング
当日の詳細な脚本の作成 当日の進行表作成
当日の時間管理（進行役） 当日のプログラムの見守り
10
項目
当日必要な備品調達および配付
キャスト募集方
法
ワーキンググ
ループ
場所
キャスト数
司会
新入生ゼミ数
事前研修
日時
龍ヶ崎キャンパス　サブアリーナ
キャストの募集（ポスター、ちらし、教職員への協力依頼、学生
への声掛け等）
事前研修プログラムの内容検討
事前研修プログラム実施
キャストとの連絡（メルマガ発行）等
しゃべり場
学内にポスター掲示
1年ゼミへのちらし配付
1年ゼミ教員への協力依頼
説明会の実施
時給800円、交通費無し
1
6
プログラム
構成
8
9
7 キャスト
等
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4 － 2 － 2．ピア・サポーター「キャスト」について
本学はキャンパス選択制をとっており，社会学科・国際観光学科ともに龍ケ崎・新松
戸の両キャンパスに学生が所属している。したがって，ピア・サポーターであるキャス
トの募集や研修についても，それぞれのキャンパスで実施した。新入生オリエンテー
ションRKU WEEKも両キャンパスで実施するが，学部プログラムについては学部の一
体感を重視し，全員を龍ケ崎キャンパスに集めての実施とした。
キャストの活動に対しては，時給800円の報酬を支払った（交通費の支給無し）。事前
研修日と当該プログラム実施日に登校できることを条件とし募集を行った。
キャストの募集に関しては， 4 月時点で 2 年次の学生を中心に集めるため，実施前年
の秋以降に， 1 年ゼミの教員に募集ちらしの配布と働きかけを依頼した。その他，学内
にポスターを掲示したり，学生課にちらしを置くなどしたりした。2014年度は，キャス
ト経験者の有志による 1 ・ 2 年ゼミ説明巡回も実施した。興味はあるものの参加に迷う
学生もいることから，説明会を龍ケ崎・新松戸の両キャンパスにて実施した。その結
果，2013年度のキャストは43名，2014年度は46名が集まった（表 1  No.4）。学年別で見
ると，2013年度キャストは 3 年生が多く，2014年度は 2 年生が多い（表 1  No.7 学年構
成）。2013年度に経験した12名が，2014年度でもキャストを担当した（表 1  No.7 学年
図 1 　キャストが作成した時間割例
図 2 　キャストの自由テーマ例
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構成）。応募の段階では，さらに数名の経験者が名乗り出たが，しゃべり場実施日に就
職活動と重なってしまったためキャンセルとなった。
2014年度は，2013年度のキャスト経験者の中から 2 名のリーダーを選出した。龍ケ
崎・新松戸それぞれ 1 名の計 2 名で，彼らが中心になりキャスト募集のためのゼミ巡
回や，しゃべり場で実施するゲームプランを作るなど，積極的に関わった（表 1  No.7 
リーダー）。しゃべり場当日は， 2 名のリーダーが司会・進行を担当した。龍ケ崎リー
ダーは 1 部のゲーム「共通点探し」を担当し，彼が中心となって準備した進行プラン
（ゲーム）に従い実施した。教員も一緒になって体を動かし，心身ともにリフレッシュ
するという目的を果たすと同時に，活気ある明るい雰囲気を作ることができた。新松戸
リーダーは 2 部の「しゃべり場」の司会・進行を担当し，司会をしながらも自らの経験
を新入生に語り，最後には自分の言葉で「来年は君たちがスタッフになって新入生を支
援する番だよ」と新入生へメッセージを伝えていた。新入生は新松戸リーダーのメッ
セージに静かに耳を傾けていた。このように，2014年度ではキャストの中にリーダーを
置いて，運営に関する企画部分から参画させた。結果として，この取り組みは当日のプ
ログラムを成功させることに繋がったと言える。キャスト経験者を活かすことで当日の
プログラムにも良い影響が出ることがわかった。
キャストの教育は，2013年度の場合， 3 月に龍ケ崎・新松戸の両キャンパスで 1 回約
90分の研修を実施した。内容は，「しゃべり場」プログラムの目的やキャストの役割の
説明，キャストとしてどのように新入生に話しかけるのか，作成する時間割は何を示す
ためのものか，NGワードは何か等である。この研修により，当日支障なくキャストが
新入生に自分について語ることは出来た。しかし，キャストという役割を通して普段出
会わない在学生が集ったにも関わらず，キャスト同士の交流は当日に限られてしまった。
このような反省を生かし，2014年度は内容を見直して研修方法を工夫し，時間もかけた。
2014年度は 1 月の研修でキャスト同士の交流から始め，講義形式ではなくグループワー
クを中心に進めた。 3 月の研修では，自分の時間割作成の時間も設け，キャスト同士で
相談し合ったり，アイデアを共有したりできるような内容とした。また，キャストの
リーダーや経験者が率先して自分の経験や意見を出したので，非常に活発な研修となっ
た（表 1  No.9）。
4 － 2 － 3．ワーキング・グループ
当プログラムを実施するために，社会学部教員によるワーキング・グループを結成し
た事は前述した。ワーキング・グループとして活動した内容は，表 1  No.10に示したよ
うに，キャストの募集・事前研修・キャストとの諸連絡・当日までの準備・当日の進行
等である。2013年度の経験が2014年度に生かされ，ノウハウは蓄積されつつある。キャ
スト経験のある学生を企画・運営に参画させたことにより，2014年度の教員負担は減少
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した。それでも，準備段階において，募集のちらしや配付など地道で手間のかかる作業
は多い。また，応募学生とのメールでのやりとりや，応募した学生のキャンセル対応な
ど，学生との連絡にも手間と時間を要する。ワーキング・グループの教員の負担は大き
い。せめて教員間での情報共有は合理的に行いたいと考え，クラウド型コミュニケー
ションツールを使うなど工夫した（図 3 ）。また，キャストは，ゼミ教員から背中を押
されて応募する場合も多く，学部学科の教員の協力は必要不可欠である。
4 － 3 ．「しゃべり場」の効果
4 － 3 － 1．新入生
2013年度RKUWEEK実施委員会が集計したアンケート調査（図 4 ）によると，「しゃ
べり場」が大学生活への不安の解消に役立ったかどうかの問いに対して，「非常にそう
思う」「ややそう思う」と答えた新入生の数は236人中179名で，全体の約76％が不安解
消に役立ったと答えている。また，「しゃべり場」を通して，大学生活への意欲が増し
たかどうかについて「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計は181名（約77％），大
学生活のヒントになったどうかについては，「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計
が189名で約80％であった。新入生の約 8 割の学生が肯定的な回答であり，当プログラ
ムの目的である「大学生活への不安を解消すること」や「大学生活への意欲持たせるこ
と」を果たすことができたと言える。
の経験や意見を出してくれたので、非常に活発な研修となった（表 1 No.9）。 
 
 ４－２－３．ワーキング・グループ 
 当プログラムを実施するために、社会学部教員によるワーキング・グループを結成した
事は前述した。ワーキング・グループとして活動した内容は、表 1 NO.10 に示したよう
に、キャストの募集・事前研修・キャストとの諸連絡・当日までの準備・当日の進行等で
ある。2013 年度の経験が 2014 年度に生かされ、ノウハウは蓄積されつつある。学生の経
験者が企画部分にも参画してくれたことにより、2014 年度の当日の教員の負担はだいぶ減
った。それでも、準備段階において、募集のちらしや配付など地道で手間のかかる作業は
多い。また、応募学生とのメールでのやりとりや、応募した学生のキャンセル対応など、
学生との連絡にも手間と時間を要する。ワーキング・グループの教員の負担は大きい。せ
めて教員間での情報共有は合理的に行いたいと考え、クラウド型コミュニケーションツー
ルを使うなど工夫した（図 3）。また、キャストは、ゼミ教員から背中を押されて応募する
場合も多く、学部学科の教員の協力は必要不可欠である。 
 
図 3 学部ワーキング・グループが使用したクラウド（サイボウズ live） 
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2013 年度 RKUWEEK 実施委員会が集計し アンケート調査（図 4）によると、「しゃ
べり場」が大学生活への不安の解消に役立ったかどうかの問いに対して、「非常にそう思う」
「ややそう思う」と答えた新入生の数は 236 人中 179 名で、全体の約 76％が不安解消に
役立ったと答えている。ま 、「しゃべり場」を通して、大学生活への意欲が増したかどう
図 3 　学部ワーキング・グループが使用したクラウド（サイボウズlive）
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①「しゃべり場」は，大学生活への不安の解消に役立ちましたか。
かについて「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計は 181 名（約 77％）、大学生活の
ヒントになったどうかについては、「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計が 189 名で
約 80％であった。新入生の約 8 割の学生が肯定的な回答であり、当プログラムの目的であ
る「大学生活への不安を解消すること」や「大学生活への意欲持たせること」を果たすこ
とができたと言える。 
 
①「しゃべり場」は、大学生活への不安の解消に役立ちましたか。           
 
②「しゃべり場」を通して、大学生活への意欲が増しましたか。            
 
③「しゃべり場」は、あなたのこれからの大学生活を考えるヒントになりましたか。   
 
図 4 社会学部プログラム（しゃべり場）の評価について（回答者数=236） 
RKU WEEK2013 実施委員会「2013 年度 RKUWEEK アンケート結果報告」 
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②「しゃべり場」を通して，大学生活への意欲が増しましたか。
かについて「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計は 181 名（約 7 ％）、大学生活の
ヒントになったどうかについては、「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計が 189 名で
約 80％であった。新入生の約 8 割の学生が肯定的な回答であり、当プログラムの目的であ
る「大学生活への不安を解消すること」や「大学生活への意欲持たせること」を果たすこ
とができたと言える。 
 
①「しゃべり場」は、大学生活への不安の解消に役立ちましたか。           
 
②「しゃべり場」を通して、大学生活への意欲が増しましたか。            
 
③「しゃべり場」は、あなたのこれからの大学生活を考えるヒントになりましたか。   
 
図 4 社会学部プログラム（しゃべり場）の評価について（回答者数=236） 
RKU WEEK2013 実施委員会「2013 年度 RKUWEEK アンケート結果報告」 
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③「しゃべり場」は，あなたのこれからの大学生活を考えるヒントになりましたか。
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図 4 　社会学部プログラム（しゃべり場）の評価について（回答者数=236）
次に同アンケートの自由記述欄に注目する。新入生オリエンテーションRKU WEEK
全体に対する感想の記述欄であるが，明らかに「しゃべり場」について言及していると
思われるものを抜粋する。
・ 龍ヶ崎キャンパスに赴くのは少々面倒だったが，近い距離で現役の先輩のお話が聞
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けたり，留学生のスピーチに耳を傾けたりでき，普段できない貴重な経験になった。
・ 先輩方の話が非常に為になりました。大学生活も気持ちよくスタートできると思い
ます。とてもよかったです。
・ 先輩方からのアドバイスなどを聞ける機会が最後のほうにあった（RKU WEEK期
間の後半にあった）のがすごく助かりました。将来について，受講する科目につい
ていろいろ聞けたのでよかったです。
・先輩方の話を聞けて不安などが解消されました。
このように，先輩であるキャストの話を聞く経験を新入生は評価している。「科目に
ついて聞けた」というのは，キャストの時間割説明に関連しての話しであろう。RKU 
WEEK期間中に新入生は履修登録を済ませなければならないことを考えると，このよ
うなキャストの話は有意義であると考えられる。
2014年度のアンケート結果については公表されていないので，プログラム最後にまと
めとして新入生の書いた「振り返り」により探ることとする。振り返りを記入した用
紙の回収数は229枚であった。2013年度のアンケート自由記述欄とは違い，しゃべり場
そのものについてのコメントである。否定的な記載は，「しゃべり場の必要性を感じな
い」という「しゃべり場」を否定する内容 1 件，「プログラム時間が長い」等不満を記
しているケース 2 件，記入無し 6 名であった。その他はすべて肯定的な内容であった。
新入生の振り返りに見られたキーワードは次の 6 種に集約できる。
1 ．履修に関する事項：時間割の作成，必修科目など課程表の理解，卒業までの単位等
2 ．大学の学びに関する事項：授業内容，保育士・福祉の資格について，勉強の仕方等
3 ． 大学生活に関する事項：部活やサークル活動，アルバイトと勉強の両立，友達つ
くり
4 ． ピア・サポーターに関する事項：上級生との交流，上級生の本音，上級生への眼
差し，出会い，等
5 ． 大学生活への抱負：不安和らいだ，前向き，挑戦，目標，やる気，頑張る，やれ
そう，将来への展望，充実，計画等
6 ．しゃべり場そのものの感想：楽しかった，雰囲気が良かった等
新入生の振り返りの事例
・ 履修のイメージが出来た。全てが思い通りになるわけではないが，自分に必要なも
のをとる。その中で，やるべきことをしっかりやれば，自分自身を成長できる部分
や，新しい自分を見つけられると思う。
・ 素晴らしかった。人と話すのがあらためて楽しいと感じましたし，明日に向けての
いい準備が出来たと思います。これからも前向きにしっかり準備して頑張っていき
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たいと思いました。
・ 大学生活は忙しそうだけど，楽しみたい！遊びたい！頑張りたい！
・ 大学生は自分で時間割を決める。ちゃんと考えて時間を使わなければいけないと
思った。
・ 先輩たちが本当に親切で，時間割やサークル・バイト・勉強時間のことを教えてく
れた。私もいろいろなことに挑戦して，充実した大学生活にしたいです。
・ 先輩達から経験談を聴けて，とても参考になった。自分も先輩たちのように充実し
た大学生活を過ごしたい。
・ 先輩の話を聞いて，良い大学生活をおくれそうだと思った。WEEKの先輩は頼り
になる存在なので，自分もそういう人になりたい。
・ これからの大学生活に向けて不安な事が多かったが，大学生活の中身が良く分かり
不安がなくなった。これからは資格取得に全力を注ぎたい。
新入生の「振り返り」記述には，ピア・サポーターであるキャストへの尊敬や，大学
生活を意欲的に取り組みたいという前向きな気持ちが記されていた。「しゃべり場」に
おいて，キャストが時間割を基に自らの大学生活や学び，授業科目や履修について語
ることは，入学して間もない新入生にとって非常に有意義であることがわかった。また，
少し前を歩く上級生の言葉や振る舞いは，新入生にとって大学生とは何かを現実的に教
えてくれる存在であり，学生が学生を支援するピア・サポート活動ならではの効果でも
ある。
一方，「大学生活は案外大変そうだ」「保育士は無理かもしれない」と，新たな不安を
抱いた学生の振り返り記述も見られた。大学生活に対する曖昧な不安から，現実の不安
に移行したと考えられる。このような気づきは，授業が始まれば当然生まれるものであ
ろう。早いうちに自らの課題を認識するのは悪いことではないが，この点については 1
年ゼミでのフォローなど，学部学科としての対応が必要となるかもしれない。大学の学
びに躓きそうな学生の察知やフォローは，中途大学者を減少させるためにも重要である
からだ。
4 － 3 － 2．キャスト
ピア・サポーターであるキャストにとって，どのような効果があったのかをキャスト
から聞いた感想から探ることとする。
2013年度のキャスト
・ このプログラムはとても良いと思った。新入生にとって履修登録の話を上級生から
聴けるのは良いと思う。来年もスタッフをやりたい。（ 3 年・男子）
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・ 新入生が参考になったと言ってくれて，良かった。もっと話題をさがしておけばよ
かった。（ 3 年・男子）
・新入生が興味を持って聞いてくれて嬉しかった。（ 3 年・女子）
・ 上手に話すことは出来なかったけど，みんな真剣に聞いてくれたので，話したいこ
とは話せた。また，来年もやってみたいです。（ 3 年・女子）
・ 自分の経験をみな真剣に聞いてくれて，しかも役に立ったと言ってくれたのですご
く嬉しかった。自分自身も楽しく過ごすことが出来た。（ 3 年・女子）
・ 新入生がいろいろ質問してくれて，たくさん質問が出ることに驚いた。（ 3 年・女
子）
・ 上級生にとっては何でもないことでも，新入生にとっては知りたいことだと気づい
た。 1 年生との交流は大切だと思った。（ 3 年・男子）
・ これまでのプログラムよりしゃべり場の方が良いと思う。来年もぜひスタッフをや
りたい。（ 3 年・女子）
ピア・サポーターであるキャストにとって，新入生の反応は予期せぬ嬉しいもので
あったという感想が多かった。自分では決してうまく出来たと思えなくても，自分なり
に準備していたテーマが相手に伝わった喜びを感じている。来年は二度とやりたくない
というネガティブな感想は一切なく，多くの学生が来年も担当したいと述べていた。筆
者がキャストの応募を勧めた女子学生からは，次のようなメールが届いた。「私は大学
1 年生の時期をただなんとなく，何もせずに過ごしてしまいました。 2 年生になりこの
ままで良いのかと考えるようになり，もっと積極的になりたいと思いました。先生に話
を聞きに行ったり，このようなプログラムにスタッフとして参加したりしてみて，いろ
いろな出会いが広がり刺激を受け，今毎日が充実していると感じます」当該学生は，そ
の後インターンシップを経験し，就職活動では早々に希望業界に内定を得た。彼女のよ
うに，元々は活発でない学生でも，当プログラムのような学内行事であれば，チャレン
ジし易いであろう。多くの「何かをしたいけど，ちょっと勇気がない」在学生にとって，
新入生支援のピア・サポート活動なら，比較的取り組みやすいプログラムだと考える。
2014年度のキャスト
・ 学部プログラムのしゃべり場では去年と比べるとよりよくなって一年生には有意義
な時間になったのではないかと思います。（ 3 年・男子・経験者）
・ 今回キャストをやってみて，やっぱりこういう体験できるのはとてもいいと思いま
した。しゃべり場はとくに来年もやるべきだと思います。 先輩としゃべれるいい
機会になると思うので。ゼミの先生が話に入ってきたりすると，その場所から動け
なくなりました。このプログラムは来年以降も継続していった方がいいと思います。
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来年も学生スタッフやりたい。（ 3 年・男子・経験者）
・ しゃべり場で新入生に語るために自分の 1 年生の時間割を見直したところ，大学入
学時の自分を思い出した。その頃と今を比べ「ああ，こんなこと出来るようになっ
たんだ」と，自分の成長に気付いた。このプログラムは，スタッフの学生が自分の
大学生活の歩みを振り返り，自分の成長に気づける良い機会だと思いました。（ 3
年・女子）
・ 新入生が履修登録や時間割のことについて，不安に感じていることに驚いた。すっ
かり自分は新入生の頃のことを忘れていることに気付いた。しゃべり場をきっかけ
に， 1 年生と連絡先を交換した。今後も，力になりたいと思うし，来年もぜひキャ
ストをやりたい。（ 2 年・女子）
2014年度のキャストの感想の中で，経験者は今後も当プログラムを続けた方が良いと
いう意見が多かった。前回より良かったというのは，自分が良かったのか全体がそうな
のかは定かではないが，これで終わりにした方が良いという感想は 1 件も無かった。ま
た，自分自身を語るために行う作業は自分を振り返ることであり，自らの成長を感じる
と述べた学生の感想に注目したい。これこそが，キャストにとって貴重な経験であると
考える。また，しゃべり場をきっかけに，学年を超えた縦の繋がりができるのは非常に
好ましい現象である。在学生が大学入学後のキャリアを見つめなおし自分に向き合うこ
と，ゼミや授業では繋がれない学生同士の関係を築くことは，当プログラムで可能であ
るということである。
本章では，本学社会学部「しゃべり場」が新入生にとってもピア・サポーターである
キャストにとっても有意義なプログラムであることを述べた。それは，初年次教育の導
入部分である新入生オリエンテーションにおいて，新入生の不安を取り除き大学生活に
主体的に取り組むことの大切さを伝えるのは，ナナメの関係である（自分たちの少し前
を歩んでいる）キャストがふさわしいからである。サポートする側のキャストにとって
も，自分の大学生活を振り返り自らの成長を実感できる機会であり，新入生の前で話を
することは貴重な経験となる。一度キャストを経験した学生の中から，企画・運営にも
参画するリーダーが育ち，当日の司会進行も担当するなどプログラムの進化も見られる。
キャストやキャストリーダーの学生は自覚していないが，経験を積んで着実に成長して
いることをワーキング・グループ教員は実感している。
5 ．まとめ
大学のユニバーサル化が進み，初年次教育は急速に拡大している。その中で，ピア・
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サポートプログラムを導入している大学も年々増加し，現在ピア・サポートプログラム
を実施していない大学でも，将来実施したいと考えている大学は多く，さらに広がって
いくと考えられる。それは，ピア・サポートプログラムが，支援される側とする側の双
方に良い効果があることが認知されているからである。
本学の新入生オリエンテーション期間に実施している社会学部プログラム「しゃべり
場」は，支援対象の新入生とピア・サポーターであるキャストの両方にとって有意義な
プログラムである。当プログラムの特徴は，ピア・サポーターの応募を考えている学生
にとって参加し易い点であると考える。時期は春休み期間であり，正課授業に支障をき
たさない。研修や事前の準備は必要だが，本番は 1 日のみであり，アルバイトで忙しい
学生でもスケジュールの調整は容易である。また，内容も日常の学生生活や学びについ
て語ることが中心で，特別な経験をした学生である必要はない。それでも，参加に躊躇
する学生の背中を押すために，説明会を開催し，研修ではグループワークを取り入れる
などの工夫もしている。これまでの大学生活で何もしていないことに気付いた学生こそ
参加を促したいプログラムである。
当プログラムは，参加する学生にとって挑戦し易いと実施側では考えているが，実際
に応募者数が増えているとは言えない。日本学生支援機構の調査（2011）によると，ピ
ア・サポートが抱える課題や問題点として，「参加が一部の学生にとどまり，広がらな
い」（76.1％）との指摘がある。ピア・サポーターの学生にその魅力をどのように伝え
るのか，どのような募集や教育をすれば応募者が増加するのかを考えながら教員は企
画・運営をすることが必要だろう。また，このような課題を抱えながら担当教員が取り
組む際，学部や大学の理解とバックアップも必要である。前述の調査では，「実施・支
援体制が弱い」（54.4％），「担当の教職員の負担が重い」（49％）「事項の教育全体の中
での位置付けがはっきりしない」（47.9％）という指摘もある。「しゃべり場」においても，
ワーキング・グループ教員の負担は重い。しかし，キャストを経験した学生スタッフが
成長し運営面を任せられれば，教員の負担も軽減できる。また，新入生の時にしゃべり
場で支援された経験を持つ学生が増えてくれば，キャストに対する関心度も挙がり，応
募者も増加するとの見方も出来る。
社会学部は，社会学科・国際観光学科ともに他者の支援に携わることを目的とする学
生も多く，人と関わることと関係の深い学部である。目標を自分で設定し，自ら挑戦で
きる学生は問題無いが，なんとなく過ごしている学生や，何かをやってみたいが失敗す
るのが怖い，勇気がないという者も多い。何もしないで自己効力感を得ることは出来な
いし，大学生活にやる気を失えば授業を欠席し，途中で退学することにもなりかねない。
ピア・サポート活動を学部全体として，さらに拡大することも考えられる。たとえば，
学部としてピア・サポート・トレーニングの正課授業または課外講座を実施し，どのよ
うなピア・サポート活動にも応用できるスキルを身につける機会を提供する。そのヒン
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トになるのが福山大学の事例である。橋本（2012）によると，12回にわたり「ピア・サ
ポートとは」「自分自身の理解」「他者とのコミュニケーション」「傾聴のスキル」「感情
について」などのトレーニングを実施しているようである。学生の出席率も高く，関心
の高さが伺えるとのことだ。本学でも「しゃべり場」の実施前に研修を実施しているが，
他ピア・サポート活動にも生かせるような研修を行うことも一案である。しゃべり場に
留まらず，ピア・サポート・トレーニングで学んだ学生自らが，学内・学外でピア・サ
ポート活動を企画・実施し，その活動内容や時間数を単位認定等で評価できれば，更に
学生のモチベーションもあがり，学生のキャリア発達を促すと考える。ピア・サポート
の初心者は，先ずは「しゃべり場」を経験する。その後，自主活動としてピア・サポー
ト活動を行ったり，ボランティア活動やインターンシップを経験したりするのも良いだ
ろう。
本学部におけるピア・サポート活動は，「実施する」というレベルにはすでに到達し
ている。今後，どのように展開するかが問われてくるだろう。本稿では初年次プログラ
ムにおけるピア・サポートプログラムについて論じてきたが，初年次教育に留まること
なく，学生のキャリア発達支援としてのピア・サポート活動をどのように拡大するのか
を，多くの教員と検討する必要があると考える。
注
1 ） 認定NPO法人カタリバ：2001年度に活動開始，2006年度にNPO法人格を取得。首都圏を
中心にカタリ場の授業を実施し，07年には全国展開を，08年には大学でのプログラム提供
を本格的に開始。11年の東日本大震災後に，東北復興事業をスタートして「コラボ・スクー
ル」を設立。現在，高校生へのキャリア学習プログラム「カタリ場」と，被災地の放課後
学校「コラボ・スクール」の主に 2 つの活動を行っている。（認定NPO法人カタリバHPよ
り）
2 ） ナナメの関係：NPOカタリバの理念の中で重視している関係。利害関係のある親や先生を
タテ（縦）の関係，同じ視点を持つ友人をヨコ（横）の関係に対して，一歩先を行く先輩
をナナメ（斜め）の関係と位置付ける。ナナメの関係だからこそ，安心して本音を引き出
し，さらに広い世界を見せることができると考えられている。（認定NPO法人カタリバHP
より）
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